
 

 

               平成２４年７月４日 
報道機関各位 
                             熊 本 大 学 

エンターテイメント・エデュケーションラジオドラマ『17歳の保健室』 

FM 熊本にて好評放送中 

 

内容 

 6 月 4 日から FM 熊本で放送を開始したラジオドラマ『17 歳の保健室』は青少年の性の健康をテ

ーマとしています。7月 27 日まで 8 週間、月曜日から金曜日の 21 時 55 分から 22 時までの放送で

す。架空の鶴亀高等学校2年生で保健委員の佐藤健人の友人たちが、毎週一つの物語の主役となり、

関係性の築き方、コミュニケーション、メディアリテラシーから人工妊娠中絶まで性の問題に関す

る幅広いトピックを取り上げます。 

 

 このエンターテイメント・エデュケーションの手法を用いたラジオドラマは、文部科学省科学研

究費補助金による研究活動の一環で、熊本大学政策創造研究教育センター・河村洋子准教授（健康

教育学）が中心となり、FM 熊本と連携し開発したものです。制作は熊本大学および熊本県立大学学

生が中心的な役割を担いました。エンターテイメント・エデュケーションとは、教育的な内容をエ

ンターテイメントのかたちに織り交ぜることで効果的に提供する方法です。大学生が少し年下の高

校生に伝えたいことを、同世代の目線でメッセージとして盛り込み、登場人物像もつくりあげまし

た。身近な友達のような登場人物の物語を通して、高校生世代のリスナーが疑似的な体験をするこ

とで学びを深めようとしています。またキャストについては、市内高等学校の演劇部や放送部にも

声をかけオーディションを実施したところ、40名以上の応募があった中から、高校生 5名を含む精

鋭 19 名が登場人物を生き生きと演じています。 

 

 現在、半分の 4週目が終了し、番組 HP（www.fmk.fm/17）へのアクセス数は、FM 熊本の番組内で

一位となっています。また、鶴亀高校保健室の HP(www.tsurukamehoken.org)ならびにそのコンテン

ツであるブログへのアクセスも週を追うごとに増加しており、各方面からの反響も届いています。 

番組終了後は、プログラムの聴取者の知識、態度、行動への影響を質問紙調査を実施して検証し、

放送中のデータと合わせて、包括的な評価を行う予定です。 

 
 
 

 

 

 
国立大学法人熊本大学 

問い合わせ先   

熊本大学政策創造研究教育センター 

担当：准教授・河村洋子 

kawamura@kumaoto-u.ac.jp  

Tel: 096-342-2041/2044 




